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１．主題設定の理由 

（１）日本型学校教育の構築を受けて 

令和３年に中央教育審議会から日本型学校

教育の構築を目指す答申が出された。具体とし

て，全ての子供たちの可能性を引き出す，個別

最適な学びと，協働的な学びの実現が提言され

た。「個別最適な学び」については，「指導の

個別化」と「学習の個性化」に整理されており，

指導の在り方は以下のように示されている。 

・全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能を

確実に習得させ，思考力・判断力・表現力等や，

自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り

組む態度等を育成するためには，教師が支援の

必要な子供により重点的な指導を行うことな

どで効果的な指導を実現することや，子供一人

一人の特性や学習進度，学習到達度等に応じ，

指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設

定を行うことなどの「指導の個別化」が必要で

ある。 

・基礎的・基本的な知識・技能等や，言語能力，

情報活用能力，問題発見・解決能力等の学習の

基盤となる資質・能力等を土台として，幼児期

からの様々な場を通じての体験活動から得た

子供の興味・関心・キャリア形成の方向性等に

応じ，探究において課題の設定，情報の収集，

整理・分析，まとめ・表現を行う等，教師が一

人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組

む機会を提供することで，子供自身が学習が最

適となるよう調整する「学習の個性化」も必要

である。 

このことから，児童生徒が自己調整しながら

学習を進めていくことができるように指導す

ることが重要であると分かる。英語科において

は，ICT の活用と結びつけることで，教師は英

作文のレポートや対話を撮影した生徒の学習

ログから，学習の習熟度を把握・分析し，生徒

への助言ができると考える。また，生徒自身も

デジタル教科書の音声読み上げ機能等の ICTを

用いることで学びの質が高まり，深い学びにつ

ながることが期待される。同時に，生徒自身が

言語活動の記録や教師からのフィードバック

を活用しながら，自らの学びの状態を把握し，

自分に合った学習の進め方を考えることがで

きるよう，教師による指導の工夫も必要だと考

える。 

「協働的な学び」については，以下のように

示されている。 

探究的な学習や体験活動などを通じ，子供同

【概 要】 

 中央教育審議会から，全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現

が求められている。児童生徒が自己調整しながら学習を進めていくことができるような授業改善が必要

だ。そこで，英語科の４技能の内，全体指導の時間が比較的多く設けられている「読むこと」に焦点を

当て，個別最適な学習によって読むことの能力と意欲を高めるための授業改善を行った。「個別最適な

学習環境づくり」「小集団での対話によって学びを深める単位時間の指導の工夫」を研究内容とし，授

業実践を進めた。「個別最適な学習環境づくり」においては ICT を活用した授業展開や，学びに必要だ

と思う学習形態を生徒自身が選択できるように授業改善を行った。「小集団での対話によって学びを深

める単位時間の指導の工夫」では，一つではない答えを追究する学習課題の設定や，対話活動の合間に，

深い学びを促すための「考える視点」を与えることを通して，読むことの能力と意欲を高める授業の改

善を目指した。 
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士で，あるいは地域の方々をはじめ多様な他者

と協働しながら，あらゆる他者を価値のある存

在として尊重し，様々な社会的な変化を乗り越

え，持続可能な社会の創り手となることができ

るよう，必要な資質・能力を育成する「協働的

な学び」を充実することも重要である。 

このことから，これからの時代に求められる

資質・能力の確実な育成を目指すと共に，これ

までも大切にしてきた教育実践である「主体的

・対話的で深い学び」の実現に向け，授業改善

を推進していく必要があると考えた。 

（２）生徒の実態から 

英語科の授業内で，コミュニケーションを行

う際には，①目的や場面，状況などを意識する

こと。②簡単な情報や考えなどを理解するこ

と。③理解したことを活用して表現したり伝え

あったりすること。が重要視される。単元や単

位時間の出口の活動は，③にあたり，英語科の

４技能の内の，「話すこと」「書くこと」の言

語活動が行われる。しかし，担当する学年では

②の理解する過程に苦手意識をもつ生徒が多

数おり，４技能の中でも「聞くこと」より「読

むこと」に抵抗感があることが生徒の実態から

分かった。 

そこで，個別最適な学習や小集団を生かした

他者との協働的な学びを通して，読むことの能

力と意欲を高める生徒の育成を目指し，次のよ

うな仮説を立てた。 

 

２．研究仮説 

【研究テーマ】 
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【仮説】 

３．研究内容 

研究内容（１） 

個別最適な学習環境づくり 

① デジタル教科書を活用した授業展開 

② 様々な形態の対話活動の効果検証 

研究内容（２） 

小集団での対話によって学びを深める単位時

間の指導の工夫 

① 学びを深めるための学習課題の在り方 

② 言語活動中に考える視点を与える指導 

 

４．研究実践 

 今回は，第２学年の食文化の融合が題材とな

っている Unit2 Food Travels around the Worldと

将来のAIとの共存が取り上げられているUnit3 

My Future Jobの２つの単元で研究を実践する。  

 

研究内容（１） 

個別最適な学習環境づくり 

① デジタル教科書を利用した授業展開 

本単元の学習に入る前に，個別最適な学習

の仕方の例として，使うものは「デジタル教

科書」か「紙の教科書」か，選択できること

を伝えた。単元の Scene1 や Scene2 等の比較

的本文が短い際には，紙の教科書を用いる生

徒もいたが，Unit3の Read and Think1,2では聞

きなれない単語や，前後の文章から意味を推

測しづらい単語が増えるため，デジタル教科

書を用いる生徒が増えた。授業展開の際は，

従来行っていたフラッシュカードでの発音や

意味の確認の時間や音読の時間を全体ではと

らないことを心掛けた。あくまでも本文の内

容理解が目的ではなく，学習課題の達成のた

めに必要な情報を，本文から読みとることを

目標としているため，困り感があれば生徒が

自ら音声や意味を確認しながら取り組むよう

に指導した。特に単位時間の課題をリテリン

グと関わらせて設定したときには，多くの生

徒が単語の発音を繰り返し再生して確認し，

読みとりに意欲的に取り組んだ。新出単語の

確認や内容理解をある程度生徒に委ねること

で，全体確認の時間が短縮され，読みとり後

の単位時間の出口の活動として設けた「話す

 デジタル教科書等の ICT を活用した授業を

展開したり，小集団による様々な形態の対話活

動を仕組んだりする。また，目的や場面，状況

などを意識して課題解決を考える中で，個人追

究や協働的な学び等，自らに合った個別最適な

学習の進め方を選択することで，読むことの能

力と意欲を高めることができるであろう。 

個別最適な学習によって読むことの能力と意

欲を高める授業改善 

～小集団交流を生かした他者との協働的な学びを通して～ 



こと」「書くこと」の活動に，十分な時間を

確保することができた。 

② 様々な形態の対話活動の効果検証 

本校では学習活動の一環として，立場を変

えたり，新たな視点で考えを交流したりする

ことを目的にした，３～４人の小集団を作成

している。５月に全校に行った学校アンケー

トで「対話活動を通して，自分の考えを深め

たり広げたりしている」の項目に対して，７

２．３％の生徒が「当てはまる」「どちらか

と言えば当てはまる」と答えた。その一方で，

「小集団になると意見を言わなければならな

いプレッシャーがある。」と，意見交流に苦

手意識をもつ生徒や，課題や対話のテーマに

よっては，「一人でも考えることができる。」

と，対話活動の必然性を感じていない生徒も

少なくはなかった。また，小集団の基本編成

は生活班を母体としたものになっている。ど

の教科の授業でも対話活動が取り入れられて

いるため，活動に慣れ，スムーズに進められ

る良さがある一方で，積極的に発言する生徒

とそうでない生徒が固定されていたり，出た

答えからさらに追究する姿勢に，グループご

との差がみられたりした。そこで，個別最適

な学習を目指し，①と同様に学習方法につい

ても本単元の学習に入る前に，読みとりの取

り組み方には，「個人で取り組むこと」「友

達に聞くこと」「教員に聞くこと」があるこ

とを伝えた。今回の実践では，必要に応じて

小集団を組むため，【写真１】のように編成

方法も生徒に委ねる形にした。 

【写真１ 必要に応じて小集団を組む様子】 

 自身で学習形態を選択できることに特に有

用性を感じていたのは，これまで読みとりの言

語活動に困り感をもっていた生徒である。「困

っているから小集団を選択している」という周

知の事実があるため，困ったらいつでも立ち止

まって確認できる環境に安心感をもって活動

に参加できたと述べる生徒もいた。しかし，活

動の序盤には，学習中に本文の意味や内容を全

て教えているペアもいたため，「相手の学びに

もなるように一緒に読み進める」等の最低限の

ルールづくりの指導を行った。終盤にはヒント

を出しながら活動を行える生徒も増え，読みと

りに苦手意識があった生徒も，思考を止めるこ

となく意欲的に取り組む姿が増えた。 

 編成方法を自由にしたことで意欲的に取り

組む生徒が増えた良さもあったが，学級によっ

ては，生徒が人間関係を重視した編成法を選択

し続けることに課題が生じた。本来，学力の観

点や違う意見をもっている生徒同士で編成さ

れることが理想だが，聞きやすさや話しやすさ

で編成する集団もあり，グループごとの学習進

度に差が出る単位時間もあった。そこで，進度

に差が生まれるのはなぜかを生徒に問いかけ，

小集団のあるべき姿を考えなおしたことで，活

動の途中でも新しく小集団を編成し直すなど，

新しい変化を生むことができた。その結果，授

業アンケートにおいて，「教科書本文を読んで

内容を理解することは好きか」「教科書本文を

読んで内容を理解することは得意か」の問いに

「好きである」「どちらかといえば好き」と答

えた生徒が増えた。また，１２月に行った５月

と同様の全校の学校アンケートでは「対話活動

を通して，自分の考えを深めたり，広げたりし

ている」の項目は，８７．５％の数値まで上が

った。 

 

研究内容（２） 

小集団での対話によって学びを深める単位時

間の指導の工夫 

① 学びを深めるための学習課題の在り方 

 研究内容（１）で前述したとおり，本文の内

容理解を単位時間の出口の活動にはせず，学習

課題の達成のために必要な情報を，本文から読

みとり，得た情報を用いて表現することを単位

時間の出口の活動として設定した。生徒が意欲

的に取り組めるようにするには，目的や場面，

状況を明確にした課題が必須である。そこで，

各単元の中で「読みとり」を評価規準においた，

単位時間の学習課題を以下のように設定した。 



Unit2 

Part1 （スピーチのタイトルを迷っている

というジョシュに対して）What is 

your idea of the title for Josh’s speech? 

Read 

and 

Think1 

（日本のカレーよりインドのカレー

が好きな ALT からの疑問として）

Why is Japanese curry popular? 

Read 

and 

Think2 

（２回目のスピーチを行ったジョシ

ュが伝えたかったことは何かを質問

する ALTのために）Why did Josh try 

to do his speech again? 

Unit3 

Part1 What is a title of an article? 

Part2 （翻訳会社の職業体験を控えるアサ

ミからの質問として）What questions 

should I ask? 

Read 

and 

Think1,2 

(アサミの職業体験レポートを読ん

で )What comment will you give 

Asami? 

 本文の内容を Input した後に，課題解決のた

めに Outputする活動を設けることで，読みとる

ことへの必然性が生まれ，何が必要な情報なの

かを精査しながら，活動に意欲的に取り組む姿

勢がみられた。さらに，どの課題にも決まった

答えがないため，生徒間で疑問や意見を出し合

いながら追究する協働的な学びの姿がどの小

集団でも見られた。 

また，今回の実践では研究内容（１）に関わ

り，個別最適な学習が読みとり能力の向上に影

響するのか検証するにあたって，従来のように

全体指導の時間を多く設けたクラスと研究実

践クラスを設定し，比較した。ただ，学習内容

に差ができないように単位時間の学習課題は

同じものにした。従来クラスではプリントを用

いて，T or Fや Q&Aで本文理解を小集団で進

めた後，課題解決の活動を行った。全体指導で

本文の内容理解をすることで学習進度の差は

ほぼ無いまま，出口の活動に取り掛かることが

できた。しかし，プリントの問題を解く際に，

課題を意識した読みとりを行っていないのか，

課題に対する答えやレポートの提出までに，プ

リントの問題に取り組む時間に加えて，研究実

践クラスが行った活動時間と同等の時間を要

した。目的や場面，状況が含まれた課題設定が

学びを深めることと直結するわけではなく，課

題達成までの学習過程の中で，課題に立ち返ら

せる指導を単位時間を通して行うことが必要

だと感じた。 

② 言語活動中に考える視点を与える指導 

 ①で前述した通り，課題に立ち返らせたり，

答えの追及のために，深い読みとりを促したり

する指導の必要性から，個別最適な学習を進め

る途中で，考える視点を与える指導に取り組ん

だ。以下の事例は生徒の様子を見ながら，随時

指導した内容である。 

Unit2 Read and Think1 

Aim: Why is Japanese curry popular? 

「なぜ日本のカレーは人気なのか」という

ALTからの疑問に対して，カレーの成り立ちに

ついて書かれた本文の内容から考えた意見を，

ビデオメッセージで返答する活動を行った。話

すこと［発表］の対話活動を始めた際に，本文

から Input したカレーの歴史（事実）を並べて

情報を伝える生徒が多くいた。そこで，「【書

かれている事実＝人気の根拠】になるのか」を

考える視点として発問した。再度小集団で読み

とり活動を行う中で「スパイスをパウダーにし

た」という事実からは，「調理がしやすくなっ

た」という推論をする生徒や，「野菜をカレー

に加えた」という事実からは，「ヘルシーであ

る」と意見をもつ生徒が増え，事実と意見を結

び付けて考えをもてる生徒が増えた。 

Unit3 Part1 

Aim: What is a title of an article? 

 本文を読みとった後，生徒が提出したタイト

ルは“About AI”など簡易的なものが多かった。

そこで，「この記事を読みたいと思える見出し

は」を考える視点として机間指導を行った。読

者の視点に立たせることで，タイトルには読者

を惹きつける工夫が必要だということに気付

く生徒が増え，何度も読み返すことで，How 

should we face the age of AI?を本文から抜き出し

たり，My life with AIなど自分事として捉えた

タイトルを考えたりする生徒が出てきた。しか

し，読み手を意識した考え方については， Unit2



でも指導したことだったため，継続した指導が

必要だと感じた。 

Unit3 Read and Think1・2 

Aim: What comment will you give Asami? 

「アサミの職業体験レポートの本文を読み，

どんなコメントをするか」という課題に対して

書きまとめる活動の前に，対話で伝える活動を

仕組んだ。しかし，「Your report is long.  It's a 

good report.」など，本文の内容に関わらない体

裁についてのコメントを述べている生徒が少

なくなかった。そこで，Level 0．伝える内容が

まとまらない。Level 1．日本語でなら言える。

Level 2．英語でまとめられる。の３段階で，ど

の段階にいるのかを問うと，０だと答える生徒

が多かった。そこで，生徒の対話の様子を見な

がら，「レポート（本文）を読んでどう感じた

か」「賛成できるか」「自分はどう思うか」な

どの考える視点を与えたり，有用な既習表現を

全体で共有したりした。共有後，対話活動を再

び行い，出口の活動として【図１】のようなコ

メントを書きまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ Unit3 Read and Think1・2の出口の活動

で提出した生徒のコメント】 

 このように，コメント内に本文から読みとっ

た内容から感じたことや自身の考えを含めた

ことで，内容のふくらみを実感した生徒が多く

いた。また，本文の情報だけでなく，表現を抜

き出したり活用したりすることで，自分の考え

を，より多様な表現方法で述べられることに気

付いた生徒もいた。その気付きを小集団の対話

活動で広げることにより，読みとりや書くこと

の活動において，さらに深い学びあいが実現し

たグループもあった。【図２】 

 

 

 

【図２ 同じ小集団内で作成した生徒２名の

コメント】 

以上のことから個別最適な学習や協働的な

学びを通して，読みとりの能力や意欲を育むこ

とができた。 

 

５．成果と課題 

 本実践における成果○と課題●は次の通り

である。 

○デジタル教科書を利用した授業を展開する

ことで，生徒自身が必要に応じて音声読み上

げ機能や新出単語の意味を確認できるように

なった。どの生徒にとっても学習の手助けと

なったため，読みとりの活動に意欲的に取り

組んだ。 

実線は有用な表現を共有したもの 

点線は教科書本文からの表現 



○生活班を母体にした小集団だけでなく，個別

最適な学びのための学習形態を，授業内で随

時編成し続けることで，どの生徒も思考を止

めることなく読みとり活動を行うことがで

き，対話活動に有用性を感じる生徒の増加に

つながった。 

○目的・場面・状況を含む，決まった答えのな

い学習課題を設定することで，本文の内容を

何度も確認しながら，疑問や意見を言い合う

協働的な学びの場を設けることができた。 

○対話活動中や言語活動中に，新たな考える視

点を加える問いかけや指導をすることで，事

実と意見を結び付けて考える生徒が増えた

り，多面的な視点から意見を述べたりできる

生徒が増え，英語力の向上だけにとどまらな

い学びにつながった。 

●学習課題によっては，小集団の編成を人間関

係だけでなく，学力や異なる意見や考えをも

つ生徒同士で編成させるなど，身に付けさせ

たい力に沿った指示をすることで，さらに学

びが深まる授業実践を進める。 

●対話活動や言語活動の合間に打つ指導が，単

元をまたぐと忘れている生徒もいるため，フ

レーズ化したり，繰り返し継続的に指導をし

たりする工夫が必要である。 

●読むこと以外の３領域においても，同様の個

別最適な学びや，小集団交流を活かした学習

形態の工夫を実践していく。 
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